
 
 
 

教教員員志志望望者者をを対対象象ととししたた課課外外活活動動にに関関すするる実実践践報報告告  
 

探究推進部 小田原健一 

＜キーワード＞ 教員志望者の減少 ＳＥＨプロジェクト 教職大学院生 
 
1．はじめに 

本校はその名の通り、愛知教育大学の附属高校である。いわゆるエスカレーター式に大学進学出来る

わけではないが、入学段階で愛知教育大学への進学を希望する生徒は、令和５年度：４６人（38.3％）、

令和４年度：５３人（44.2％）、令和３年度：６４人（53.3％）であり、半数近くを占めている。教員志

望者もほぼ同程度いるはずであり、全国的に教員志望者の減少が危惧されているなかで、教員志望者の

多さは本校の大きな特色であり、教員志望者の育成は本校に課せられた大切な役割だと言える。このよ

うな状況のもと、本校はＳＥＨ（スーパー・エデュケーション・ハイスクール）プロジェクトを進行さ

せており、目指す生徒像の一つには「地域と協働し、子どもを成長させられる幼小中高特などの教員養

成に進む人」を掲げている。探究推進部では昨年度、このプロジェクトを推進させるため、また意欲を

持った教員志望者の育成と確保に寄与するため、１・２年生の教員志望者を対象とした課外活動を開始

した。本稿では、昨年度末に実施した模擬授業と２年目となる今年度の活動について報告する。 
 
2．模擬授業の実施（昨年度末） 

（1）実施に向けた準備 
昨年度、「まずは、やってみよう」という勢いから始めた活動のため、年間全８回の活動予定は立てた

ものの、３学期の活動内容について詳細は未定であった。そこで、２学期最後の分掌会で、２・３月の

予定を変更して模擬授業を実施することを提案し、年が明けた１月をその準備期間とした。この間、教

職大学院生（非常勤講師としても本校で勤務している院生含む）に模擬授業作りへのアドバイス協力を

依頼し、生徒に模擬授業作りに参加するか等を問う希望調査をした。この希望調査の結果、活動への登

録者４２名中１９名の生徒が参加の意志を示し、これらの生徒が希望している校種・教科を参考にして、

７グループを編成した。２月８日には参加生徒１９名を集め、教職大学院生の協力を得ながら（次の図

１がアドバイスを送っている様子）模擬授業に向けた活動を本格的に開始した。次の図２はこの日の活

動で生徒が取り組んだワークシートである。このシートに基づいて、グループ内で授業者を含めた役割

を決定させ、この他には今後の活動予定を示した表を配付し、必要に応じて２月１５日、３月２日、３

月８日に集まること、３月１４日を模擬授業の実施日とすることを伝えた。 

 

教育大学の附属高等学校である本校は、その特性を活かすためにＳＥＨ（スーパー・エデュケーシ

ョン・ハイスクール）プロジェクトを進行させており、このプロジェクトのもと、目指す生徒像の一

つには「地域と協働し、子どもを成長させられる幼小中高特などの教員養成に進む人」を掲げている。

多くの都道府県で教員志望者の減少が進む中で、ＳＥＨプロジェクトの推進により志望者減に歯止め

をかけられるのではとの思いもあり、先生方や教職大学院生の協力を得て、１・２年生の教員志望者

を対象とした課外活動を実施している。 
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（2）模擬授業当日 

当日は体調不良者がいたため、１グループ減って６グループの参加となり、参加生徒たちを３グルー

プに分け２つの教室で模擬授業を行った。次の図３は前日の職員朝礼で先生方への参観を呼びかけた案

内文、図４・図５は模擬授業の様子である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
  

図２ 生徒が取り組んだワークシート 

図１ 参加生徒に授業作りのアドバイス 
   をする教職大学院生 

図３ 職員への案内文（生徒氏名など一部

を割愛） 

図４ 生徒による数学の模擬授業の様子 

  図５ 生徒役（教員含む）の様子
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授業を担当した生徒も、プリント作成などサポート役に回った生徒も１ヵ月以上かけて準備した成果

を存分に発揮し、授業後の振り返りでも参観してくれた先生方からのアドバイスに熱心に耳を傾けてい

た。しかし、年度末の慌ただしい中での実施だったこともあり、参加生徒に感想や反省を記録させるこ

とができなかったのが、反省点である。今年度末にも模擬授業を実施するが、振り返りシートを提出さ

せるなどして、生徒の変容を確認できるように改善したい。 
 
3．今年度の活動 

 年度当初から継続実施に向けて検討を重ね、５月の職員会議で実施要項（次の図６）を示し、続いて

生徒にも年間の予定を示し登録者を募った。今年度は昨年度を上回ると６５名の生徒（１年生３５名・

２年生３０名）が登録し、２年生のうち昨年度から継続して登録した生徒は１２名にのぼった。年間の

計画から変更している部分もあるが、本章では、教育実習生へのインタビュー、附属特別支援学校訪問、

教職大学院生による模擬授業に向けた講義について概要を報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
（1）教育実習生へのインタビュー 
 前期教育実習生に協力を依頼し、実習終了後に高校生の質問に応えてもらうというインタビュー形式

での交流会を企画した。昨年度と同様の企画で、昨年度は協力者を募集したところ想定以上の実習生が

希望してくれたが、今年度は最初の募集では希望者が集まらなかった。そのため、熱心に実習に取り組

んでいた本校の卒業生に協力をお願いしたところ、講師役を引き受けてくれた。教育実習後の７月１１

日に交流会を設定し、参加を希望した４８名の生徒には事前に教育実習生に質問したいことがあれば、

アンケートに入力するように指示した。教育実習生には、アンケートの集約結果（次の図７）を送付し、

生徒の質問に応える形式で講義を進めてほしいこと、身近な先輩として同じように教員を目指している

後輩に想いを伝えてほしいことなどを要望した。次の図８は当日の交流の様子である。 
 

図６ 令和５年度実施要項 

101



 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 参加生徒たちのワークシートの入力例は以下の通りである。（原文のまま掲載している） 
【本日の振り返りを入力しよう。（新たに気づいたこと、学んだこと）】  
・今日の話を聞いて教員を目指すためには大学選びも高校からコツコツ頑張り続ける事も大事だと思っ

た。また、大学生の話を聞いて絶対に教員になるという情熱をすごく感じたので私も大事にしたいと思

った。 
・教員を目指す時に大切にすべきことや、大学の魅力、高校のうちにすべきことなど沢山のお話を聞け

て、高校生活をどう送るかの指針を立てるために役立つことを知れた。大学に入ることがゴールではな

く、その先で具体的にどのような免許を取りたいのか今のうちに考えておくことが大切だとわかった。 
【今後の学校生活等に役立てていきたい事を記入しよう。】 
・大学生の先生が教えてくださった英語の勉強方法は真似していきたいと思ったし授業で絶対に寝なか

ったり朝の時間を使って勉強を習慣づける事はやっていきたいと思った。 
・大学受験で後悔しないように今からやるべきことをルーティン化して行きたいです。また文理選択は、

将来から逆算して考えて決めたいです。話し上手になるために身近なところから人に自分の意見をしっ

かり言いたいと思います。 
 
 交流会終了後も個人的に質問に行った生徒も複数いたこと、ワークシートの記述内容から身近な先輩

でもある教育実習生との交流は高校生にとって大きな刺激になったと言えそうである。 
 
 

図７ 実習生に事前送付した 
   高校生からの質問項目 

図８ 高校生からの質問に応える

実習生の様子 
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（2）附属特別支援学校訪問 
今年度で制度としては終了するが、本校には愛知教育大学との高大連携特別推薦入試があり、高大連

携で教員志望者の育成を図ってきた。この推薦入試の合格者には入学前指導として、卒業式後の３月に

附属特別支援学校と附属岡崎小学校を訪問して実習する機会を設けていた。この訪問は高校生にとって

貴重な学びと体験の場となっており、特別推薦入試が終了しても、学校訪問は継続させたいと思ってい

た。また、２年生までに実習を経験した方が、その後の高校生活や進路選択にも活かせるのではないか

という考えもあった。そこで、過渡期となる本年度を迎えるにあたって、昨年度末から訪問先の学校の

先生方との調整を進め、高大連携特別推薦入試の受験候補者に附属特別支援学校訪問（７月）・附属岡崎

小学校訪問（７月）、１・２年生の教員志望者（本活動の登録者）に附属特別支援学校訪問（８月）の機

会を設定することができた。次の図９・１０は、１・２年生が附属特別支援学校を訪問した様子である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
生徒たちの振り返りアンケートへの入力例は以下の通りである。（原文のまま掲載している） 

【印象に残っていることを教えてください。（箇条書きでも、文章で述べてもいいです）】 
・特別支援学校の先生方が、生徒一人一人の性格をよく見て、それぞれに合った対応を的確にしていた

こと。 
・最初はすごく緊張していたけど積極的にみんな話しかけてくれたりすごく楽しかったです。好きなも

のが一緒の子が多くてキーホルダーとか文房具を紹介してくれて嬉しかったし帰りにたくさん手を振

ってくれたのも覚えています。 
【訪問前と訪問後、自分の中で成長したこと、もしくは変化したことは何か教えてください。】 
・一人一人の表情、行動をよく見て何がしたいのか何を必要としてるのか読み取ろうと思うようになり

ました。 
・障害のある方は健常者である私たちとはなにもかも住んでいる世界が違うと思っていたけど、同じ趣

味で話が盛りやがったりすることができて本当に自分が障害者を知ろうとしてなかっただけだと思っ

た。共生社会が求められている今、自分が接したことのない障害の方と接せたのがよかった。 
 
これらの生徒の意見から、学校訪問は学びや気付きが多いだけに早期に設定した方が、その後の高校

生活や進路選択にも活かせると改めて認識した。ただ、附属特別支援学校訪問には１５名が参加を希望

したが、当日欠席も含めて３名の欠席者が出た点については反省をしなければならない。次年度以降も

附属岡崎小学校訪問・附属特別支援学校訪問の機会を設けたいと考えているが、活動を継続させていく

図９ 子どもたちの前で自己紹介する高校生 図１０ 工作のお手伝いをする高校生 
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ためにも事前指導を適切に行い、学校訪問が多くの方の協力で実現していることを理解させたい。 
（3）教職大学院生による模擬授業に向けた講義 
 当初の計画を修正し、１１月１４日に文系（公民科）の教職大学院生、理系（数学科）の教職大学院

生に講師を依頼して、授業作りに関する講義を実施した。２名とも「授業づくりはクリエイティブだ。」

という力強いメッセージを発してくれただけでなく、授業を作っていくうえでの工夫や注意点を具体的

に例示してくれ、文学部出身の筆者にはない観点で授業を作っていることが分かる充実した講義であっ

た。この日参加した３２名の高校生が、これから本格的に取り組む模擬授業、そして進路選択に、この

講義で学んだことを活かしてくれることを期待している。次の図１１・１２は講義の様子である。 

 
 １２月１３日には模擬授業作りに向けた最初の打ち合わせ会を行い、昨年度の倍以上の４３名（１年

生２２名、２年生２１名）が集まった。現在２年生は２月７日、１年生は３月６日に模擬授業を実施す

る予定で、それぞれ準備を進めている。なお、今年度も希望の校種・教科を参考にしたグループを編成

しているが、準備はグループメンバーの共同で行い、模擬授業の講師役は一人で行う形式とし、全員が

講師役を経験できるようにしている。 
 
４．おわりに 

 模擬授業への参加希望者が昨年比で倍以上に増えていることから、本活動への生徒の関心度が高いこ

とが伺える。一方で、働き方改革の観点からすると、協力してくれる先生方の熱意と善意に頼った活動

であることが懸念される。この活動を総合的な探究の時間で実施している「附高ゼミ」に取り入れるこ

とで負担減も図ったが、せっかくの企画なので課外活動として残した方が良いと分掌会では判断した。

しかし、教員の負担増に配慮することが、この活動を持続可能なものとし、さらには教員の魅力を伝え

ることになると認識している。そのためにも教職大学院生の協力が必須であり、今後も積極的に関わっ

てもらえるようにしていきたい。 
 本活動は教育大学の附属高校である本校の特色があって初めて成り立つ活動である。それでも学校の

特色を活かした活動の事例として本稿が何らかの形で役立つことが出来れば幸いである。 
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図１１ 教職大学院生（公民科）による講義 図１２ グループワークの様子 

104


